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松本市における実践を通じたFD⼿法の開発
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松本市における実践を通じたFD⼿法の開発で
強く意識したこと

フューチャー・デザイン
ワークショップの構造化



3正しいフューチャー・デザインの指標

〈将来を現代世代から慮ること〉と
〈仮想将来世代となってものごとを考えること〉は異なる

望ましい
未来社会

時間

変
化

バックキャスティング

右の図は，⼩林慶⼀郎「未来の利益いまどう代弁︖」（『⽇本経済新聞』2018年2⽉13⽇）より

将来を現代世代から慮ること 仮想将来世代となって
ものごとを考えること



4フューチャー・デザイン・ワークショップの構造化

フューチャー・デザイン
ワークショップ
（FDWS）

従来型ファシリテーションによる
ワークショップ 将来世代のロールプレイ

p参加者が〈仮想将来世代となってものごとを考えること〉が
できるようにワークショップをデザインすること

p “正しく” 仮想将来世代に変貌させる仕掛けを埋め込むこと

フューチャー・デザイン・ワークショップの構造化

フューチャー・デザイン・ワークショップとは（定義）



5

松本市における実践を通じたFD⼿法の開発
最⼤の特徴

地域政策研究会の組織化
ワークショップの構造化



6地域政策研究会の組織化

松本市・NPO-SCOP・信州⼤学 で 地域政策研究会 を組織

活動期間 2016年2⽉〜現在
・当初は2年計画／2018年度に継続確認

メンバー 松本市若⼿職員（10名）＋ NPO法⼈ SCOP（1名）
＋ 信州⼤学経法学部（研究者 5名）

活動実績 研究会 10回以上 不定期Mtg 10回以上
FDWS 2017年度 松本市新市庁舎建設ワークショップ

・庁内ワークショップ（2017年11⽉8⽇＋17⽇＋29⽇）
・市⺠ワークショップ（2018年1⽉27⽇＋2⽉4⽇）

2018年度 次世代交通ワークショップ
・市⺠ワークショップ（2019年2⽉3⽇＋3⽉10⽇）
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研究と実践の往還／共に学びながらFDを社会実装する

「地域政策研究会（仮称）の立ち上げについて」（2016年2月23日／文責 井上信宏）
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将来世代になりきる能⼒を活⽤して持続可能性を根源から考える

「地域政策研究会（仮称）の立ち上げについて」に添付した「趣意書」より（2016年2月23日／文責 西村直子）



92018年度の地域政策研究会の研究活動

2018年5⽉18⽇ ●事前打ち合わせ
2018年5⽉23⽇ ●第9回地域政策研究会
2018年6⽉21⽇ ●第10回地域政策研究会
2018年8⽉3⽇ ●事前打ち合わせ
2018年9⽉25⽇ ●第11回地域政策研究会
2018年12⽉5⽇ ●番外の地域政策研究会
2018年12⽉20⽇ ●事前打ち合わせ
2018年12⽉21⽇〜2019年1⽉7⽇ FDWSデザイン作業
2019年1⽉7⽇ ワークショップ設計書Ver.1.0
2019年1⽉15⽇ ●事前打ち合わせ
2019年1⽉17⽇ ワークショップ設計書Ver.2.0
2019年1⽉21⽇・22⽇ ●ファシリテーター研修＋模擬WS
2019年1⽉30⽇ ファシリテーター・グラフィッカー向けワークショップマニュアルVer.1.0
2019年2⽉3⽇ 第1回次世代交通WS
2019年2⽉14⽇ ●事前打ち合わせ
2019年2⽉22⽇ ●ファシリテーター研修＋模擬WS
2019年3⽉6⽇ ファシリテーター・グラフィッカー向けワークショップマニュアルVer.3/5
2019年3⽉10⽇ 第2回次世代交通WS
2019年3⽉25⽇ ●第12回地域政策研究会

FDWSのテーマを決めるブレインストーミング

FDWSのテーマの共有とWSのアイデア出し

FDWSのワークショップの⽬的を決める

FDWSのワークショップデザインの構造化

ファシリテーションのフォローアップ



10次世代交通WSのワークテーマの決定

松本市を歩く速度で考えるワークショップ
⼈の集まるまち，⼈の⾏きかうまちを未来の視点で考える

担当課の想い
・「中⼼市街地の歩⾏者空間創出，歩いて楽しいまち」という⽅向の議論になって欲しい。
・ 実際の議論は，まち歩きの結果や，参加者の⽣活⽬線で話してもらいたい。

2018年12⽉5⽇の地域政策研究会番外編のファシリ
テーション・グラフィックを持ち帰り，テーマ担当課・
WS担当課が議論して，12⽉20⽇に持参した資料より



11FDWSのデザイニング・構造化の作業

SCOP
･ワークショップ設計書の作成

･FDに基づく個別ワークの進⾏案の検討

信州⼤学
･仮想将来世代に変貌させる仕掛けの開発
･FDに基づく個別ワークの進⾏案の検討
･ワークショップデザインの調整
･時間選好・リスク選好調査の準備

市役所
（テーマ担当課）

･ テーマの基礎データの収集整理と
可視化作業
･ テーマの課題プレゼンの準備作業

市役所
（ワークショップ担当課）

･ 未来年表の作成作業
･ 参加者の抽出と広報
･ ワークショップ会場の確保・裏⽅仕事

地域政策研究会
･ FDに基づく個別ワークの進⾏案の検討
･ ファシリテーションの準備



12ワークショップ設計書の作成・共有



13ワークショップマニュアルの作成

第1⽇⽬ ワークショップマニュアル
（全21ページ）

第2⽇⽬ ワークショップマニュアル
（全18ページ）
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